
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

赤ちゃんが学校にやってきた！ 
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第２日 ふれあい体験 

＊実施日時  １１月１０日（土） 

こうした事業を長年続けていることは、東部

地域の誇りであり、大いに自慢できることと

も言えるでしょう。これからも、赤ちゃんを

温かく受け入れる東部地域でありたいと願わ

ずにはいられません。 

 

  

 

 

 

 

2019.3.15 第 32 号 

本
三
宮
前
町
会
長 

 

飯
塚
喜
太
郎 

 
 

 

『 

わ
た
し
の
町 

』 

 

こ
の
度
、
青
木
会
長
の
ご
逝
去
に
伴
い
、
第

１４
代
目
本
三
宮
前
町
会
長
に
な
り
ま
し
た
。
町

会
の
目
的
は
、
一
口
に
言
え
ば
「
明
る
く
住
み

よ
い
町
づ
く
り
」
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

自
分
が
子
ど
も
の
頃
に
「
地
震
・
雷
・
火
事
・

お
や
じ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
お
や
じ
の
意

味
は
、
地
方
の
言
葉
で
「
お
お
や
ま
じ
」
と
言

い
ま
し
て
、
台
風
の
こ
と
で
、「
地
震
・
雷
・
火

事
・
台
風
」
と
な
り
自
然
災
害
の
こ
と
で
す
。 

こ
こ
数
年
、
自
然
災
害
も
多
く
な
っ
た
気
が

し
ま
す
。
災
害
（
防
災
）
の
三
助
は
言
葉
で
「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
と
言
い
ま
す
が
、
共
助
の

前
に
『
近
助
（
き
ん
じ
ょ
）
』
の
言
葉
を
入
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。 

災
害
が
起
き
た
時
、
近
所
の
人
た
ち
を
助
け

る
に
は
、
先
ず
は
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ

と
で
、
近
隣
の
人
た
ち
を
助
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
自
分
の
家
か
ら
半
径
３０
ｍ
以
内
に
誰
が

い
て
、
ど
ん
な
物
が
あ
る
か
確
認
し
て
、
ま
た

隣
の
家
人
が
同
じ
よ
う
に
す
れ
ば
、
良
い
近
助

に
な
り
共
助
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
向
こ
う
三

軒
両
隣
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
、
そ
ん
な
町
会

に
す
る
た
め
に
、
み
な
さ
ま
方
々
一
人
一
人
の

力
を
お
借
り
し
て
よ
り
良
い
町
会
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

とくとくとくとく 

赤ちゃんの心音が聞こえます 

＊スタッフ ➡ さくら館・文園児童館館長、キッズ

塔山所長、次世代育成委員、中野東中ＰＴＡぴよぴ

よひろば・ベビママさろんスタッフ  

＊ゲストティーチャー ➡ 生後３か月～１歳位の 

赤ちゃんと保護者２５組 

第１日  いのちの授業 

＊実施日時  １０月２９日（月） 

＊講 師   松が丘助産院 

院長 宗 祥子氏 

晩秋の日差しが暖かな土曜の朝、多くの赤ちゃんが中野東中学校に集まりました。今日は、 

1 年生を対象にした「ふれあい教室」が開かれます。 

一方、迎える中学生たちは、2 週前に「いのちの授業」で助産師さんから命の誕生についてお話を伺った

り、妊婦さんに赤ちゃんの心音を聞かせてもらったり、準備を行ってきました。でも、実際に赤ちゃんに触

れるのは初めてという生徒もいて、実はどきどきです。 

体育館でグループになり、人形を使って抱き方の練習をした後、いよいよ赤ちゃんとご対面。おそるおそ

る、順番に抱っこしてみます。ほっぺや手足がぷにぷにしていて、人形よりもずっしりと重みが伝わります。

これが命の重さかもしれないと感じた生徒もいます。0 歳なのに一人一人に個性があり、興味のあるものや 

やりたいことが違うということに、ちょっとびっくりした子もいます。多くの生徒がママたちはずっと抱い

ていて大変だなと思い、家に帰ったら親にありがとうと言いたいと感想を述べてくれました。 

中学生にいろいろ教えてあげたいと少し気負って赤ちゃんを連れてきてくれた親御さんも、ただ抱っこし

てもらうのが何より、赤ちゃんのかわいさや命の大切さを伝えられると実感したようです。街で出会ったら

声をかけてほしいとか、ご両親に愛されて生まれてきたことを忘れないでというメッセージがありました。 

わずか一時間の交流でしたが、赤ちゃんを中心に、生徒も先生も、パパやママも、お手伝いの子育てひろば

スタッフも、体育館にいた全員が笑顔になり、幸せな気分で授業を終えました。 

 

 

 

 

 

 



 目
町
会
に
は
１１
本
、
塔
ノ
山
町
会
・
本
三
宮

前
町
会
に
は
１０
本
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

合
計
大
小
合
わ
せ
て
４４
本
。
ほ
と
ん
ど
の

坂
道
の
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
み
な
さ
ん
自
分
な
り
に
名
前
を
つ
け
て

楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
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平成 31年（2019年）3月 15日（2） 
 

集
会
室
抽
選
日 

６
月
分
４
月
２２
日
（
月
） 

７
月
分
５
月
２０
日
（
月
） 

８
月
分
６
月
１７
日
（
月
） 

日 

次
号
は
６
月
発
行
予
定
で
す
。 

｜
編
集
後
記
｜ 

し
つ
け
と
称
し
て
殴
る
親
が
い
る
。

子
ど
も
の
望
み
を
排
し
て
進
路
を
押

し
付
け
る
親
が
い
る
。
そ
れ
を
愛
情 

と
思
い
込
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
愛
情
は
歪
ん
だ
ら
愛
情
で
は 

な
い
。
「
ま
っ
す
ぐ
な
愛
情
」
を
、 

中
野
東
中
ふ
れ
あ
い
教
室
（
１
面
に 

記
載
）
で
見
た
。 

も
う
じ
き
臨
月
の
女
性
は
ま
あ
る

い
お
な
か
を
堂
々
と
中
学
生
に
触
れ

さ
せ
て
く
れ
た
。
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ 

て
き
た
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
手
元
の 

あ
や
し
い
中
学
生
を
信
頼
し
て
、
抱 

っ
こ
さ
せ
て
く
れ
た
。 

ま
だ
産
ま
れ
て
い
な
い
子
も
、
産 

ま
れ
た
ば
か
り
の
子
も
、
誇
ら
し
く 

愛
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
。
中
学 

生
に
も
伝
わ
っ
た
だ
ろ
う
。
誇
ら
し 

く
思
い
合
う
真
の
愛
情
が
、
こ
の
世 

に
満
ち
ま
す
よ
う
に
。
（
Ｊ
・
Ｓ
） 
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東
部
の
〇
〇
第
２４
回 

《
東
部
地
区
の
坂
道
》 

 

 

 

地
域
事
業
部
会 

劇
団
ザ
・
ほ
っ
ぴ
い
に
よ
る
人
形
劇 

  

１
月
２７
日 

（
日
）
劇
団
ザ
・
ほ 

 

っ
ぴ
い
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
人
形
劇 

 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
人
形
コ
ン
サ 

 

ー
ト
「
カ
エ
ル
」、
人
形
劇
「
ワ
ニ 

 

に
食
べ
ら
れ
た
王
様
」
、
手
遊
び
・ 

逆
さ
言
葉
・
折
り 

紙
な
ど
の
演
目
で
、 

会
場
は
、
幼
児
か 

ら
大
人
ま
で
笑
い 

声
と
笑
顔
が
い
っ 

ぱ
い
で
し
た
。 

 

 

  

 

 

青梅街道の『中野坂』 

〈東
部
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
〉 

集
会
室
抽
選
日
の
変
更 

２
０
１
９
年
４
月
と
７
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
中
野
区
議
会
議
員
選
挙
と
参
議

院
議
員
選
挙
の
実
施
に
伴
い
、
集
会
室 

の
抽
選
日
は
次
の
日
程
に
な
り
ま
す
。  

６
月
分
の
抽
選
日 

 

４
月
２２
日
（第
４
月
曜
） 

９
月
分
の
抽
選
日 

 

７
月
２２
日
（第
４
月
曜
） 

１
月
２９
日(

火) 

支
え
あ
い
部
員
と
１４
町

会
の
防
災
会
や
地
域
の
み
な
さ
ん
計
４９
名

の
参
加
で
Ｈ
Ｕ
Ｇ
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

今
回
は
中
野
区
防
災
分
野
の
職
員
を
講
師

に
迎
え
、
避
難
所
は
実
際
に
避
難
す
る
塔
山

小
・
宝
仙
学
園
・
谷
戸
小
を
想
定
し
た
訓
練

で
し
た
。 

6
つ
の
避
難
所
班
に
分
か
れ
、
様
々
な
避

難
者
に
見
立
て
た
カ
ー
ド
を
、
各
避
難
所
の

配
置
図
の
上
に
振
り
分
け
て
い
き
ま
す
。 

判
断
に
迷
っ
た
事
例
と
し
て
、
①
ペ
ッ
ト
を

連
れ
て
き
た
②
車
で
避
難
し
て
き
た
③
熱
を
出

し
た
乳
幼
児
④
病
弱
な
高
齢
者
⑤
避
難
所
以
外

の
自
宅
や
会
社
で
避
難
し
て
い
る
方
へ
の
食
料

供
給
⑥
近
隣
避
難
所
へ
の
誘
導
⑦
ト
イ
レ
の
使

用
方
法
な
ど
、
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い 

真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

支
え
あ
い
部
会
は
、
避
難
所
で
よ
り
良
い
対

応
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
模
擬
体
験
を
積
み

重
ね
て
い
き
ま
す
。 

支えあい部会「ＨＵＧ訓練（避難所運営ゲーム）」 

 

 

上ノ原町会と 
高根町会の間の坂 

氷
川
神
社
と
宮
下
交
差
点 

山
手
通
り
の
坂 
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私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
東
部
地
区
っ
て
ど
ん

な
町
？ 

大
都
会
な
の
に
緑
が
多
い
、
便
利
、
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

「
坂
が
多
い
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。 

実
際
歩
い
て
み
る
と
、
な
ん
と
坂
が
多
い
こ
と

か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
傾
斜
で
も
上
り
は
大
変
で

す
。
で
も
、
こ
の
坂
に
素
敵
な
名
前
が
つ
い
て
い

た
ら
楽
し
く
な
い
で
す
か
？ 

今
名
前
の
あ
る
坂
は
、
青
梅
街
道
に
あ
る
『
中

野
坂
』
だ
け
。
あ
ま
り
に
も
直
球
す
ぎ
る
名
前
で

す
。
生
活
し
、
通
っ
て
い 

る
か
ら
こ
そ
気
づ
く
地
元 

の
人
目
線
で
見
た
面
白
い 

名
前
、
楽
し
い
名
前
を
散 

歩
し
な
が
ら
で
も
付
け
て 

み
ま
せ
ん
か
？ 

く
す
っ 

と
笑
い
な
が
ら
坂
を
上
り 

下
り
す
る
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。 

東
部
地
区
は
起
伏
に
富
ん
だ
土
地
で
、
低
地
に

は
神
田
川
と
桃
園
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
東
部
１４

町
会
で
本
町
通
り
二
丁
目
町
会
・
小
淀
東
町
会
・

宮
一
会
・
宮
二
町
会
・
本
三
西
町
会
だ
け
は
坂
が

あ
り
ま
せ
ん
。
小
淀
西
町
会
・
中
本
一
町
会
に
は 

坂
道
が
１１
本
。
氷
川
町 

会
・
東
一
東
町
会
に
は 

１２
本
、
上
ノ
原
町
会
・ 

高
根
町
会
・
中
野
一
丁 

 

 


